
広報しもだ  ２００６.１２月号  －１０－

　

国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た　

月　

日
を
記
念
し
て
、

１２

１０

毎
年　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の

１２

１０

１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

静
岡
地
方
法
務
局
及
び
静
岡
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本

年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人

権
意
識
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」

を
強
調
事
項
と
し
、
県
内
各
所
で

人
権
尊
重
の
理
念
を
呼
び
か
け
る

各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
お

互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

特
設
人
権
相
談

日
時　
　

月
６
日 （
水
）

１２

午
前　

時
〜
午
後
３
時
ま
で

１０

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務

局
（
静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局

内
） 

�
�
０
５
３
４

福
祉
事
務
所
福
祉
係

 

�
�
２
２
１
６

��

��

�
�
�
�

��

　

下
田
南
高
等
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
も
、
今
年
で
５
回
目
。

今
回
も
、
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
ご
来
店
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
下

田
南
高
等
学
校
の
商
業
教
育
の
一

環
と
し
て
、
経
営
体
験
を
目
的
と

し
た
本
物
の
お
店
で
す
。　

Ｈ
Ｒ

３４

の
商
業
科
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、

外
部
講
師
の
方
か
ら
商
売
の
あ
り

方
や
経
営
戦
略
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
夏
休
み
に
は
体
験
販
売
実
習

を
行
な
っ
た
り
と
、
こ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
準
備
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
入
や
店

舗
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
全
て
生
徒
が

計
画
し
、
ま
さ
に
１
０
０
％
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
店
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
校
生
が
持
つ
パ
ワ
ー
は
、

お
客
様
に
本
物
の
店
に
な
い
何
か

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
分
校
ブ
ラ
ン
ド
の

野
菜
や
花
等
・
南
高
生
手
作
り
ク
ッ

キ
ー
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
校
章
入
り
ど

ら
焼
き
・
南
高
陶
芸
部
の
製
作
し

た
陶
器
・
南
高
生
企
画
の
お
弁
当

等
々
、
様
々
な
商
品
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課　
　

�
�
３
９
１
４

午前10時～午後3時 （最終日 正午）
大横町通り （下田商工会議所隣） に出店

㈰
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

㈪
父
が
死
亡
し
た
児
童

㈫
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

㈬
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

㈭
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

等
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る「
児
童
」

を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
養

育
者
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
を
基
準
日

１８

１２

３１

に
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す

が
、 調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製

造
業
を
営
む
事
業
所
の
１
年
間
の

生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
等
を
調
査
し
、
産

業
別
、
規
模
別
、
地
域
別
に
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
産
業
振
興
施
策
、
中
小
企
業

対
策
等
の
施
策
・
計
画
の
基
礎
資

　

た
だ
し
、
対
象
児
童
や
母
、
養

育
者
が
公
的
年
金
や
労
働
基
準
法

等
に
基
づ
く
遺
族
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
や
母
が
婚
姻

（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
状

態
に
あ
る
と
き
も
含
む
）
し
て
い

る
場
合
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
支
給
要
件
に
当
て
は
ま
り
そ
う

な
ん
だ
け
ど
」と
思
わ
れ
る
方
は
、

一
度
、
ご
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

�
�
２
２
１
６

料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
企

業
、 大
学
等
の
研
究
資
料
、 小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
育
資
料
等
広
範
囲

の
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

調
査
は
、
本
年　

月
中
旬
か
ら

１２

来
年
１
月
に
か
け
て
、
県
知
事
が

任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
、
対
象

と
な
る
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査

票
に
記
入
を
依
頼
す
る
と
い
う
方

法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。　

※
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
財
政
課
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２
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児
童
扶
養
手
当
、 ご
存
知
で
す
か
？
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12月23日� ～25日�
み ん な き て ね ！

★
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－１１－  広報しもだ  ２００６.１２ 月号

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成　

年
１９

２
月
５
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の

１１

間
、
超
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ

ル
に
よ
る
「
海
の
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
【
下
田
―
大
島
―
館
山
便
】」
の

試
験
運
航
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
航
は
、
新
た
な
旅
客
船

航
路
の
開
設
に
よ
る
旅
行
需
要
の

創
出
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、
併
せ
て
今
後
の
広
域
的
な

観
光
ツ
ア
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
多
く

の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

運
航
区
間　

下
田
港 （
静
岡
県
） 〜
大
島 （
東
京

都
） 〜
館
山
港 （
千
葉
県
）

運
航
時
期　

平
成　

年
２
月
５
日

１９

 （
月
） 〜
３
月　

日 （
日
） の
毎
日

１１

乗
船
場
所　

神
新
汽
船
乗
り
場（
海

上
保
安
部
前
）※
水
曜
日
の
み
外
ヶ

岡
岸
壁

運
航
主
体　

東
海
汽
船 （
株
）

運
行
協
力　

南
伊
豆
地
区
・
首
都

圏
海
上
高
速
航
路
推
進
協
議
会

問
合
せ
先　

東
海
汽
船
株
式
会
社

運
航
の
詳
細
は
、
営
業
課　

　

�
０
３
―

３
４
３
６
―

１
１
４
４

乗
船
券
予
約
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー

　

�
０
３
―

５
４
７
２
―

９
９
９
９

事
業
担
当
課　

企
画
財
政
課
企
画

調
整
業
務
担
当　

�
�
２
２
１
２

大
島
日
帰
り
コ
ー
ス
【
下
田
↓
熱

海
】

下
田
を
出
発
、
大
島
の
島
内
観
光

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
熱
海
港
へ
。

熱
海
か
ら
は
電
車
で
下
田
へ

下
田
港 （
午
前　

時　

分
発
） ↓

１１

２５

 （
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
） ↓
大
島

 （
午
後
０
時　

分
着
） 〜 【
島
内
観

１０

光
】 〜
大
島（
午
後
４
時　

分
発
）↓

１５

 （
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
）↓
熱
海
港

 （
午
後
５
時
着
） ↓
熱
海
駅

ご
注
意　

ご
利
用
の
際
は
、
運
航

時
刻
や
料
金
等
に
つ
い
て
、
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
さ
れ
て
い
る
図
書
は
図
書

館
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
立
図
書
館

�
�
０
３
５
２

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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������（白浜小学校）

図
書
館
利
用
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い

�
本
の
返
却
は
、
年
末
は　

日
27

ま
で
、
年
始
は
4
日
以
降
に

お
願
い
し
ま
す
。

������（浜崎小学校）

館　山大　島下　田大　島館　山

13時10分
着�

12時10分
着

�

11時15分
着

�

10時20分
着

�
9時30分

発 12時20分
発

11時25分
発

10時30分
発

大島－館山下田－館山下田－大島
３，６００円５，３００円２，６００円おとな
１，８００円２，６５０円１，３００円こども

����������

※別途燃料油価格変動調整金がかかります。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
っ
て
こ
と

は
、
い
ろ
ん
な
立
場
を
生
き
て
い

く
っ
て
い
う
こ
と
な
の
だ
と
考
え

さ
せ
て
く
れ
た
一
冊
で
す
。

　

嫉
妬
や
悪
意
、
人
の
心
の
裏
を

見
せ
ら
れ
て
も
、
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
読
後
感
は
、
し

ん
と
静
か
な
も
の
だ
け
ど
、
人
間

が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
し
、あ
な
た
が「
お
ね
え
ち
ゃ

ん
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
人
だ
っ
た

ら
、
特
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
夜
の
蝉
」 

北
村　

薫
／
著

「
十
人
十
色
な
カ
エ
ル
の
子
」

 

落
合
み
ど
り
／
著

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り　

顔
が
ち
が
っ

て
い
る
よ
う
に　

ひ
と
り
に
一
つ

ず
つ　

自
分
だ
け
の
や
り
方
が
あ

る
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り　

お
お

き
く
な
ろ
う
ね
。」こ
の
本
の
最
後

に
書
か
れ
て
い
る
文
で
す
。

　
「
人
と
違
う
こ
と
は
い
け
な
い
こ

と
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

よ
く
考
え
る
と
好
き
な
食
べ
物
、

趣
味
・
・
・
全
て
の
こ
と
に
お
い

て
同
じ
人
は
一
人
も
い
な
い
。
自

分
に
は
、
自
分
な
り
の
や
り
方
が

あ
る
。
そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
た
本

で
す
。
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― 教員編（その2 ）―

私のすすめる
この1冊

私のすすめる私のすすめる

 この1冊この1冊


